
参
考
書
誌
研
究
第
九
号
（
【
九
七
四
・
五
）

当
館
所
蔵
の
丹
緑
本
・
奈
良
絵
本
な
ど

三朝

場倉

萬治

夫彦

　
奈
良
絵
本
、
丹
黒
本
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
戦
前
か
ら
多
少
行
な

わ
れ
て
き
て
は
い
る
。
し
か
し
、
本
格
化
し
て
き
た
の
は
、
戦
後
の

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
当
然
、
当
館
蔵
本
に
も
調
査
の
手
が
及
ん

で
く
る
で
あ
ろ
う
。
げ
ん
に
、
わ
れ
わ
れ
は
丹
緑
本
研
究
家
吉
田
小

五
郎
氏
よ
り
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
ら
れ
た
こ
．
と
が
あ

る
。
何
分
に
も
当
館
の
目
録
で
は
、
奈
良
絵
本
、
丹
緑
本
の
註
記
は

徹
底
し
て
な
い
か
ち
、
館
外
か
ら
ね
ら
い
打
ち
し
て
閲
覧
す
る
こ
と

は
む
ず
か
し
い
（
『
国
書
総
目
録
』
に
も
、
こ
の
区
別
は
全
く
さ
れ

て
い
な
い
）
。
こ
の
種
の
研
究
は
、
実
物
調
査
が
前
提
と
な
る
も
の

．
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
は
、
当
館
所
蔵
本
を
紹
介
し
て
、
研
究
者
へ
の

利
便
の
道
を
講
ず
る
こ
乏
と
す
る
。

　
当
館
所
蔵
の
奈
良
絵
本
は
、
四
緑
本
刊
行
期
を
下
る
写
し
と
見
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
丹
緑
本
出
現
以
前
め
奈
良
絵
本
、
お
よ
び

そ
れ
に
先
行
し
た
絵
入
写
本
の
研
究
を
目
的
と
し
た
湯
合
は
、
残
念

な
が
ら
益
す
る
と
こ
ろ
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
丹
竹
本
、
奈
良
絵
本
、
そ
の
他
い
ず
れ
も
、
書
名
の
五
十
音
順
に

列
記
し
、
簡
単
な
解
題
を
ふ
し
，
た
。
平
館
に
丹
緑
本
が
あ
っ
て
、
当

’
館
に
同
筆
な
が
ら
丹
緑
本
で
な
い
も
の
（
例
え
ば
、
『
う
を
の
う
た

令
』
　
『
け
た
物
の
歌
合
』
な
ど
）
に
ま
で
及
ぶ
と
お
も
し
ろ
い
の
で

あ
る
が
、
‘
こ
れ
は
略
し
た
。
奈
良
絵
本
の
ほ
か
に
、
本
文
が
室
町
の

物
語
で
あ
る
も
の
な
ど
も
加
え
て
広
く
採
り
あ
げ
た
。
な
お
、
岡
田

希
雄
藩
蔵
本
中
に
、
奈
良
絵
本
の
写
し
が
若
干
あ
る
が
、
こ
れ
鳳
省

い
た
。
ま
た
〈
、
〉
内
は
、
、
当
館
請
求
記
号
で
あ
る
。

一七一

丹
　
緑
　
本

朝
顔
の
露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
〈
京
－
一
九
五
V

本
書
は
、
こ
の
物
語
の
刊
本
で
最
も
古
い
寛
永
中
刊
本
で
あ
る



が
、
、
下
巻
を
欠
く
上
巻
の
み
の
端
本
で
あ
る
。

　
〔
形
態
〕
　
一
冊
　
袋
綴
，
た
て
二
四
・
六
㎝
　
よ
ご
一
七
、
・
四
㎝

　
〔
表
紙
〕
表
紙
は
改
装
で
、
こ
れ
は
図
書
館
で
附
し
た
紺
表
紙
で

あ
る
　
〔
題
篭
〕
欠
　
〔
内
題
三
三
一
丁
第
一
行
に
「
あ
さ
か
ほ
の
つ

ゆ
」
と
あ
る

　
〔
匡
郭
〕
な
し
。
挿
絵
の
面
の
み
四
周
単
辺
の
匡
郭
が
あ
を
。
字

、
面
高
二
〇
・
五
㎝
。
挿
絵
の
匡
郭
は
、
た
て
一
九
・
四
㎝
、
よ
こ
一
，

三
・
九
㎝
「
（
第
一
図
）
　
〔
丁
数
〕
二
六
丁
。
丁
附
は
コ
」
至
「
十

六
終
」
　
〔
回
数
〕
一
一
行
　
〔
字
数
〕
一
行
約
二
〇
字
な
い
し
二
六

字
〔
柱
刻
〕
上
部
に
．
「
あ
さ
か
ほ
上
」
、
下
部
に
丁
附

〔
挿
絵
〕
全
部
片
面
。
四
表
・
七
表
二
〇
琴
一
四
表
ご
七

表
・
一
九
表
・
，
二
一
表
・
二
三
表
・
二
五
裏
「
〔
筆
彩
色
〕
直
黒
黄

の
三
色
で
あ
る
が
、
黄
の
使
用
は
少
な
い
。
雲
な
ど
横
に
筆
を
引
い

て
い
る
　
　
〔
本
文
〕
文
字
は
、
漢
字
の
使
用
は
少
な
い
。
振
仮
名
多

少
あ
り
。
句
読
点
、
濁
点
な
し
。
和
歌
鳳
三
字
下
げ
の
二
行
書
き
で

あ
る
。
挿
絵
の
前
に
空
白
を
残
し
て
い
る
。

・
〔
旧
記
冒
巻
頭
に
「
不
忍
文
庫
」
「
阿
波
国
文
庫
」
の
朱
子
方
印
が

押
さ
れ
て
い
る

　
〔
備
考
〕
盟
治
二
二
年
購
求
。
ち
な
み
に
、
室
町
後
期
の
絵
入
写

本
が
横
山
重
氏
に
あ
る

　
愛
宕
地
蔵
之
物
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
が
1
六
七
V

　
こ
の
室
町
時
代
物
語
の
珍
本
は
写
本
と
板
本
と
が
あ
り
、
板
本
に

は
」
こ
の
承
応
二
年
西
田
板
乏
寛
文
二
年
鱗
形
屋
板
の
二
掻
が
あ
る
。
、

本
館
蔵
承
応
板
は
、
中
・
下
巻
に
而
立
の
あ
る
欠
点
を
持
っ
て
い
る
。
」

　
〔
形
態
〕
上
中
下
　
三
巻
　
合
一
冊
　
損
傷
あ
り
　
袋
綴
　
た
て

二
七
・
五
㎝
よ
こ
一
八
㎝

　
〔
表
紙
〕
改
装
。
．
青
色
地
。
さ
や
形
σ
空
押
の
改
装
　
〔
題
簸
〕
の

ち
の
題
詩
で
あ
る
　
〔
内
題
〕
巻
首
に
、
本
文
よ
り
多
少
下
げ
て
「
愛

宕
地
蔵
之
物
語
　
巻
之
上
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
中
・
下
巻
で
は

「
巻
中
」
「
巻
下
」
，
と
「
之
」
字
は
な
い
　
〔
尾
題
〕
な
い
が
、
下
巻
、

本
文
末
尾
に
」
終
」
と
あ
る

　
〔
匡
郭
〕
た
て
二
一
・
二
㎝
、
よ
こ
一
山
ハ
㎝
。
た
だ
し
、
上
巻
の
第

一
七
丁
か
ら
第
二
〇
丁
ま
で
、
な
ら
び
に
中
巻
分
九
丁
か
ら
一
二
丁

ま
で
の
各
丁
は
、
板
心
側
の
一
辺
を
欠
い
て
W
る
　
　
〔
丁
数
〕
上
巻

二
〇
丁
中
巻
二
三
丁
下
巻
一
八
丁
〔
行
数
〕
一
面
二
行

〔
字
数
〕
一
行
約
一
七
字
か
ら
二
六
字
。
文
字
の
大
き
い
頁
と
、
小

さ
い
頁
と
が
あ
る
　
〔
上
刻
〕
上
部
に
柱
題
「
あ
た
こ
」
、
少
し
離
し

て
「
上
」
（
中
・
下
）
と
巻
次
を
、
「
さ
ら
に
下
部
に
晶
群
が
あ
る
σ

下
巻
一
七
丁
の
蓋
附
は
「
十
四
」
と
誤
刻
さ
れ
て
い
る
己

　
〔
挿
絵
〕
大
体
中
程
の
く
び
れ
た
ま
ゆ
型
の
中
に
挿
絵
を
入
れ
て

あ
る
が
、
片
面
、
見
開
き
の
ほ
か
に
一
丁
の
一
部
に
枠
を
作
っ
て
の

挿
絵
も
あ
る
。
上
巻
　
六
表
・
一
〇
裏
一
一
表
・
一
」
三
重
一
四
表
．

，
一
六
裏
。
　
一
三
裏
の
絵
の
上
部
に
三
章
が
あ
る
。
　
一
六
裏
の
挿
絵
は
、

左
下
に
訪
る
。
中
巻
、
二
表
・
五
三
・
八
三
・
一
二
裏
・
一
九
裏
二

〇
表
。
．
一
二
裏
も
挿
絵
の
上
に
文
章
が
あ
る
。
下
巻
　
二
流
三
表
・

一八一



六
書
七
表
・
一
幽
三
裏
一
四
表
・
一
六
裏
　
　
〔
筆
彩
色
〕
丹
緑
黄
の
三

色
で
あ
っ
て
、
塗
り
つ
ぶ
す
ど
い
う
感
じ
で
あ
り
、
直
線
的
な
筆
の

運
び
は
な
い
　
〔
本
文
〕
振
仮
名
、
濁
点
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

挿
絵
⑪
前
頁
に
は
空
白
の
あ
る
個
所
も
あ
り
、
ま
た
、
挿
絵
と
本
文

と
が
併
刻
さ
れ
て
い
る
頁
も
あ
る
。
こ
の
本
文
と
挿
絵
と
の
状
況

は
、
当
然
絵
巻
物
の
存
在
を
推
定
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
ρ
絵
巻
物
の
存

在
は
聞
か
な
い

　
〔
刊
記
〕
下
巻
終
丁
子
、
本
文
末
に
「
承
応
二
年
癸
巳
初
冬
吉
辰
日

／
開
板
．
寺
町
二
条
下
町
本
屋
／
西
田
加
兵
衛
尉
」
と
三
行
に
記
さ

れ
て
い
る

　
〔
備
考
〕
筆
写
は
、
上
巻
に
な
く
、
中
巻
に
は
、
袖
裏
・
八
裏
・

一
二
表
・
』
二
裏
の
四
頁
で
、
う
ち
三
頁
は
挿
絵
で
あ
る
。
下
巻
は
、
、

二
裏
三
表
・
一
六
表
・
一
六
裏
・
一
八
表
の
五
頁
分
で
、
う
ち
三
頁

分
が
挿
絵
の
あ
る
個
所
で
あ
る
　
　
噛
　
　
　
　
幽
　
げ

　
ゑ
ほ
し
を
り
　
　
　
　
丁
　
　
　
　
　
　
　
く
か
一
五
三
V

　
本
書
は
、
幸
若
の
詞
章
で
あ
る
。
「

　
〔
形
態
〕
袋
綴
　
た
て
二
〇
・
二
㎝
　
よ
ヒ
一
七
・
三
㎝
「

　
〔
表
紙
〕
・
黒
の
元
表
紙
な
れ
ど
、
左
右
下
部
は
破
損
し
全
体
に
擦

・
れ
て
い
る
コ
裏
表
紙
は
比
較
的
原
形
を
残
し
て
い
る
ゆ
さ
や
形
に
、
．
．

何
か
模
様
の
空
押
馬
判
然
と
し
な
い
　
〔
題
籏
〕
．
わ
ず
か
上
巻
に
文

字
の
部
分
も
残
っ
て
い
る
。
「
ゑ
ほ
七
を
り
　
上
」
と
よ
め
る
〔
内
題
〕

上
巻
第
一
す
第
一
行
に
、
本
丈
よ
り
三
字
下
げ
て
≒
ゑ
ほ
し
お
り

上
」
、
下
巻
第
一
自
足
一
行
に
、
本
文
よ
り
三
字
下
げ
て
「
ゑ
ほ
し
お

り
下
」
と
あ
る

　
〔
匡
郭
〕
な
し
。
挿
絵
の
み
が
四
周
単
辺
で
漏
る
。
，
字
面
逸
出
〇

・
三
㎝
（
上
巻
第
一
丁
）
。
挿
絵
の
匡
郭
は
、
た
て
一
九
。
二
㎝
、
’

よ
こ
一
五
・
二
㎝
（
第
一
面
）
．
〔
丁
数
〕
上
巻
二
三
丁
（
「
上
一
」

i
「
上
二
十
三
」
）
　
下
巻
二
七
丁
（
「
下
一
」
一
「
下
二
十
七
」
。
た
だ

し
二
四
丁
湯
治
）
　
〔
回
数
〕
一
面
一
〇
行
，
〔
字
数
〕
．
一
行
だ
い
た

い
二
〇
字
　
〔
柱
刻
〕
上
部
に
「
烏
帽
子
折
」
、
下
部
に
「
上
一
」
「
下
．

「
一
」
の
ご
と
く
丁
附
が
あ
る

　
〔
挿
絵
〕
全
て
片
面
で
、
上
巻
に
三
図
、
下
巻
に
三
図
あ
る
が
、

欠
頁
の
個
所
は
挿
絵
で
あ
・
つ
た
と
推
定
さ
れ
る
　
　
〔
筆
彩
色
〕
丹
・
、
【

緑
・
黄
の
三
色
を
使
麗
し
（
緑
が
比
較
的
多
い
。
：
筆
の
腹
で
長
く
引
　
九
ゴ

く
方
法
が
多
く
見
ら
れ
る
　
〔
本
文
〕
文
字
億
、
平
仮
名
が
断
然
多
，
一

い
。
振
仮
名
、
句
点
馬
濁
点
あ
り
。
挿
絵
の
前
の
頁
は
、
，
本
文
の
空

．
白
を
こ
し
ら
え
て
あ
る
・

　
〔
刊
記
〕
下
巻
終
四
三
に
「
寛
永
十
二
年
乙
亥
二
月
古
日
開
豊

田
」
と
あ
る

・
き
ふ
ね
の
本
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
京
レ
ニ
八
V

㌧
丹
緑
本
の
色
彩
が
見
え
る
が
、
，
わ
れ
わ
れ
の
判
断
で
は
後
に
施
し
．

た
形
色
で
は
な
い
か
乏
い
う
疑
い
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
筆
彩
の
方

法
が
、
い
さ
さ
か
他
と
違
う
乏
い
う
点
と
、
「
彩
色
と
で
、
そ
う
判
断

し
た
。
し
か
し
〉
東
洋
文
庫
本
ゐ
京
大
本
は
丹
緑
本
で
あ
る
の
で
《



も

一
応
こ
こ
に
解
題
を
し
、
や
が
て
後
の
比
較
を
期
し
た
い
。
ち
な
み

に
、
果
園
文
庫
本
は
丹
緑
の
筆
彩
は
な
い
。
　
，

　
〔
形
態
〕
上
中
下
合
一
冊
袋
綴
た
て
二
五
・
四
㎝
　
よ
こ

一
七
・
四
㎝

　
〔
表
紙
〕
改
装
、
榊
原
芳
野
の
施
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。
榊
原
、

本
に
多
く
見
ら
れ
る
空
色
表
紙
だ
か
ら
で
あ
る
。
下
巻
四
丁
裏
の
隅

に
残
っ
て
い
る
紙
片
か
ら
、
元
表
紙
は
、
黒
表
紙
で
あ
っ
た
ろ
う
。

本
書
と
同
板
の
果
園
文
庫
本
は
、
原
装
で
あ
る
が
、
同
一
で
は
な
い

　
〔
題
籏
〕
元
庭
口
欠
。
後
の
題
簸
に
　
「
貴
船
本
地
　
完
」
と
記
し

で
あ
る
　
〔
内
題
〕
上
巻
第
一
三
三
一
行
に
本
文
よ
り
四
字
下
げ
て

「
き
ぶ
ね
の
本
地
　
上
」
と
あ
る
。
中
、
下
巻
も
こ
れ
と
同
断
で
あ

る
　
〔
尾
題
〕
な
し

　
〔
匡
郭
〕
本
文
は
ノ
ド
の
部
分
の
み
が
匡
郭
な
く
、
三
辺
単
郭
。

た
だ
し
、
挿
絵
は
四
周
三
夕
。
た
て
二
〇
・
九
㎝
、
よ
こ
一
五
・
二

㎝
　
〔
丁
数
〕
上
巻
一
四
丁
（
丁
附
は
「
上
一
」
一
「
上
十
四
終
」
）
中

巻
一
六
丁
（
「
三
一
」
一
「
中
十
六
終
」
）
　
下
巻
二
〇
丁
（
「
下
一
」
1

「
下
十
終
」
）
　
〔
回
数
〕
一
〇
行
　
〔
字
数
〕
一
行
約
一
六
字
－
二
〇

字
〔
柱
刻
〕
上
に
「
き
ふ
ね
」
と
柱
題
N
．
下
に
山
雨

　
〔
挿
絵
〕
片
面
の
も
の
三
図
、
見
開
き
の
も
の
六
図
が
あ
る
。
上

巻
　
三
三
四
表
・
八
裏
・
一
＝
畏
一
二
表
　
中
巻
　
一
裏
二
表
・
四

三
・
一
四
裏
一
五
表
　
下
巻
　
八
裏
九
表
・
一
四
裏
・
一
八
裏
一
九

表
　
〔
筆
彩
色
〕
丹
と
緑
と
の
二
種
を
施
し
て
い
る
。
後
の
施
行
で

あ
ろ
う
と
い
う
推
察
は
既
に
記
し
た
　
　
〔
本
文
〕
文
字
は
平
仮
名
多

く
、
句
点
、
濁
点
あ
り
。
た
だ
し
、
濁
点
は
非
常
に
少
い

　
〔
刊
記
〕
な
し
。
承
応
明
暦
頃
で
あ
ろ
う
。
板
本
は
こ
の
板
の
み

で
、
－
他
の
伝
本
は
、
写
本
、
奈
良
絵
本
で
あ
る
　
〔
印
記
〕
榊
原
の

朱
印
の
ほ
か
に
「
こ
の
ぬ
し
／
せ
ん
く
わ
」
の
三
方
印
が
見
え
る
。

こ
れ
は
名
古
屋
の
学
者
高
橋
仙
果
の
蔵
印
で
あ
る
　
　
　
　
、

　
強
盗
鬼
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
別
V

　
本
書
は
、
か
っ
て
『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
コ
ニ
八
号
（
昭
和

四
七
年
九
月
号
）
に
紹
介
し
た
。
用
紙
と
い
い
、
丹
緑
の
彩
色
と
い

い
、
特
製
本
で
あ
ろ
う
。

　
〔
形
態
〕
上
下
　
合
一
冊
　
袋
綴
　
た
て
二
三
・
九
㎝
　
よ
こ
一

六
㎝
　
〔
本
文
用
紙
〕
間
似
合
紙

、
〔
表
紙
〕
改
装
、
他
の
書
の
表
紙
を
転
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

見
返
し
の
金
砂
子
は
原
装
の
も
の
で
あ
ろ
う
　
〔
題
嬢
〕
短
冊
題
籏
」

に
「
強
盗
鬼
神
全
」
と
墨
書
、
屋
代
弘
賢
の
字
か
　
〔
内
題
・
尾
題
〕

な
し
　
〔
匡
郭
〕
た
て
一
八
・
二
㎝
　
よ
こ
一
一
・
八
㎝
　
〔
丁
数
〕
上
巻
－

一
七
丁
、
回
附
は
二
」
至
「
十
七
終
」
　
下
巻
も
同
様
　
〔
行
数
〕

一
〇
行
　
〔
字
数
〕
一
行
一
八
、
九
字
　
〔
柱
刻
〕
上
部
に
「
強
盗
上

「
強
盗
下
」
、
下
部
に
丁
附

　
〔
挿
絵
〕
上
巻
　
二
裏
・
四
裏
・
七
表
・
八
裏
・
一
一
表
・
一
二

裏
・
一
六
表
　
下
巻
　
三
表
・
四
裏
・
七
表
・
八
表
・
＝
裏
・
一

四
裏
・
一
六
裏
　
　
〔
筆
彩
色
〕
丹
・
緑
・
黄
・
紫
に
金
箔
を
用
い
て

一
一〇

「



い
る
。
雲
は
横
に
引
い
た
だ
け
で
あ
る
。
挿
絵
の
前
頁
は
、
空
白
あ

り
　
〔
本
文
〕
、
漢
字
交
り
平
仮
名
、
振
仮
名
を
使
用
す
。
濁
点
あ
り
、

句
読
点
な
し

　
〔
備
考
〕
各
巻
巻
首
に
「
不
忍
文
庫
」
「
阿
波
国
文
庫
」
の
二
三
、

巻
尾
に
「
阿
波
国
文
庫
」
の
一
頼
あ
り
。
明
治
二
二
年
二
月
購
求

　
さ
る
げ
ん
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
〈
一
八
一
－
一
七
九
〉

　
本
書
の
室
町
時
代
物
語
の
惚
薬
ば
、
寛
永
頃
の
ゑ
入
整
板
本
、
寛

文
頃
刊
行
の
三
会
板
（
絵
入
）
、
元
禄
頃
の
西
村
屋
板
（
絵
入
）
、
山
口
子

三
三
の
お
伽
草
子
本
と
写
本
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
お
伽
草

子
本
は
、
そ
の
祖
に
寛
永
頃
の
ゑ
入
横
本
が
推
定
き
れ
て
い
る
こ
と

を
加
え
て
お
く
。
当
館
の
蔵
本
は
、
第
一
に
提
示
し
た
寛
永
頃
の
ゑ

入
刊
本
で
あ
る
。

　
〔
形
態
〕
大
本
　
一
冊
　
少
し
虫
食
い
あ
ヴ
　
袋
綴
　
た
て
二
三
．

八
㎝
　
よ
こ
一
一
七
・
三
㎝

　
〔
表
紙
〕
栗
皮
色
に
し
て
、
当
時
の
も
の
の
よ
う
に
児
え
る
が
、

元
表
紙
で
は
な
く
、
も
う
少
し
大
き
い
本
の
表
紙
を
流
用
し
た
も
の

で
あ
惹
　
〔
三
三
〕
な
し
。
直
接
、
表
紙
左
に
「
丹
緑
本
／
猿
源
氏
’

全
」
の
朱
墨
書
が
あ
る
　
〔
内
題
〕
・
巻
頭
に
、
本
文
よ
り
四
字
下
げ

－
で
「
さ
る
げ
ん
じ
」
と
あ
る

　
〔
匡
郭
〕
な
し
。
挿
絵
の
み
四
周
単
郭
。
た
て
一
九
一
二
㎝
、
よ

こ
＝
二
・
六
㎝
（
第
一
図
）
　
〔
丁
数
〕
コ
ご
丁
　
〔
罪
数
〕
一
〇
行

．
〔
字
数
〕
．
、
一
行
の
字
数
は
、
L
二
〇
字
前
後
。
た
だ
し
、
　
一
九
丁
裏
と

二
〇
丁
表
は
、
・
文
字
小
さ
く
二
叫
字
前
後
で
あ
る
。
こ
の
二
面
犀
収

め
ね
ば
な
ら
ぬ
事
情
が
存
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
　
　
〔
柱
刻
〕
上
部

に
「
さ
る
」
、
下
部
に
回
附
。
回
附
は
コ
．
」
よ
り
「
三
十
一
」
と

あ
る
　
〔
挿
絵
〕
片
面
で
八
前
あ
る
。
二
裏
・
四
表
・
一
五
裏
・
一
八
裏

・
二
一
裏
・
二
三
裏
・
，
二
九
表
。
字
面
　
た
て
二
〇
㎝
　
よ
こ
一
四

・
四
㎝
　
〔
筆
彩
色
〕
丹
と
緑
と
の
二
色
で
あ
り
ご
く
簡
単
な
彩
色
、
．

で
、
塗
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
点
を
う
っ
た
り
、
、
筆

を
横
に
引
い
た
と
い
う
程
度
で
あ
る

　
〔
刊
記
〕
な
し

　
〔
備
考
〕
表
紙
右
上
に
コ
言
」
と
墨
書
せ
る
紙
片
が
億
っ
て
あ
る
℃
　
【

こ
の
紙
片
は
時
折
見
る
こ
と
が
あ
る
ρ
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
お
ち
、
旧

く
ほ
の
さ
う
し
』
の
表
紙
に
も
は
っ
て
あ
る
。
，
本
書
と
同
板
は
、
東
【

洋
文
庫
、
岩
瀬
文
庫
な
ど
に
あ
る
が
、
京
都
大
学
蔵
本
は
、
丹
賢
覧

で
は
な
い
，

　
待
賢
門
平
氏
合
戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
京
L
三
二
八
〉

　
本
書
は
六
段
の
絵
入
古
浄
瑠
璃
正
本
で
あ
る
。

　
〔
形
態
〕
小
本
　
上
下
　
合
一
冊
　
袋
綴
　
た
て
一
八
・
六
㎝

よ
こ
一
二
・
八
㎝

　
〔
表
紙
〕
渋
の
斜
線
刷
毛
目
模
様
の
改
装
。
左
上
に
直
接
「
平

氏
合
戦
」
－
と
墨
書
、
右
上
に
「
寛
永
二
十
年
版
」
と
朱
の
別
筆
・
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
け
ん

認
め
て
み
る
　
〔
題
篭
〉
な
し
，
〔
内
題
〕
第
一
丁
第
一
行
に
「
待
賢



　
も
ん
へ
い
じ
か
っ
せ
ん

門
平
氏
合
戦
」
、
ま
た
九
丁
目
第
一
「
行
に
も
、
上
と
同
様
で
あ
る
。

　
段
目
に
は
「
へ
い
じ
か
っ
せ
ん
」
と
あ
る

　
　
〔
匡
郭
〕
四
周
単
三
。
た
て
一
五
・
七
㎝
、
よ
こ
一
一
㎝
（
第
一

、
丁
）
－
〔
丁
数
〕
一
六
丁
。
廻
附
は
コ
」
か
ら
「
八
」
、
ま
た
「
一
」

　
か
ら
「
八
」
　
〔
回
数
〕
一
四
行
　
〔
字
数
〕
一
行
約
二
七
字
前
後

　
〔
四
刻
〕
上
下
に
魚
屋
が
あ
っ
て
、
上
魚
屋
の
下
に
「
た
い
け
ん
上
」

　
「
だ
い
げ
ん
下
」
ど
組
題
が
あ
っ
て
下
魚
屋
の
上
に
丁
附
が
あ
る

　
　
〔
挿
絵
〕
全
部
片
面
。
二
表
・
五
表
・
七
表
・
一
〇
表
・
＝
二
表

　
・
一
五
表
　
　
〔
筆
彩
色
〕
丹
と
緑
と
の
二
種
で
、
筆
「
の
腹
で
チ
ョ
イ

チ
ョ
イ
と
押
え
た
と
い
う
位
の
も
の
で
、
横
に
引
い
た
筆
づ
か
い
は

三
山
て
少
な
い
。
絵
は
稚
拙
で
あ
る
　
〔
本
文
〕
漢
字
交
り
平
仮
名
、

句
読
点
な
し
、
濁
点
あ
り

　
〔
刊
記
〕
第
一
八
丁
の
表
、
本
文
の
末
に
、
，
「
寛
永
弐
拾
年
卯
月
吉

辰
日
　
西
洞
院
通
表
者
町
　
さ
う
し
ゃ
九
兵
衛
板
」
と
あ
る
。
一
六
丁

の
表
の
刊
詑
も
こ
れ
に
同
じ

　
〔
備
考
〕
本
文
は
、
大
き
な
紙
で
裏
打
ち
を
し
て
あ
る
の
で
、
自

然
、
原
本
よ
り
本
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
原
本
文
の
た
て
は
一
六

　
・
二
㎝
、
よ
こ
一
一
・
六
㎝
。
草
紙
屋
九
兵
衛
は
、
浄
瑠
璃
本
の
有
力

な
板
元
で
あ
る
。
巻
首
に
小
さ
な
朱
角
印
が
あ
る
が
困
読
め
な
い
。

明
治
四
三
年
購
入

　
本
書
は
、
近
代
の
古
浄
瑠
璃
研
究
上
、
正
本
発
見
の
上
で
大
き
な

問
題
を
投
げ
た
、
同
じ
装
偵
を
施
し
た
一
群
に
入
る
も
の
で
、
当
館

に
は
、
同
三
三
の
も
の
で
他
に
『
大
友
の
ま
と
り
』
が
あ
る
。
な
お

本
書
と
同
名
本
が
天
理
に
あ
る
が
、
当
館
本
は
淘
板
で
あ
る

　
、
た
い
し
ょ
く
わ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
別
〉

　
自
若
の
詞
章
で
、
寛
永
年
間
の
刊
行
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
七
二
に

は
奈
良
絵
本
も
あ
る
。

　
〔
形
態
〕
合
一
冊
　
袋
綴
　
た
て
二
四
㎝
　
よ
こ
一
七
㎝

　
一
〔
表
紙
〕
濃
緑
色
、
万
字
つ
な
ぎ
に
蔓
草
の
艶
出
し
模
様
。
改
装

か
〔
題
籏
〕
欠
〔
内
題
〕
第
一
王
国
一
行
に
「
た
い
し
ょ
く
わ
ん
」

と
あ
る
　
〔
尾
題
〕
な
し

　
〔
戸
畑
〕
な
し
。
挿
絵
の
面
の
み
四
周
単
辺
の
匡
郭
が
あ
る
。
字

面
高
二
〇
㎝
、
挿
絵
の
匡
郭
は
、
た
て
一
八
・
七
血
、
よ
こ
一
四
・

五
㎝
（
第
一
図
）
　
〔
丁
数
〕
五
一
丁
（
二
六
丁
欠
丁
）
。
丁
附
は

二
」
至
「
五
十
二
終
」
　
〔
行
数
〕
一
〇
行
　
〔
字
数
〕
一
行
約
一
，
九

字
　
〔
柱
刻
〕
上
部
に
「
大
織
冠
」
と
柱
題
、
下
部
に
丁
附

　
〔
挿
絵
〕
見
開
き
は
一
図
の
み
、
’
他
は
片
面
。
二
表
・
六
裏
・
九

表
・
　
＝
山
車
久
噂
二
〇
｛
異
二
一
表
・
二
五
表
二
二
二
童
久
∴
二
六
表
・
四

三
表
．
，
四
六
裏
・
四
九
表
・
五
一
表
　
　
〔
筆
彩
色
〕
丹
・
緑
・
黄
・

紫
。
雲
は
だ
い
た
い
横
線
　
　
〔
本
文
〕
漢
字
交
り
平
仮
名
。
句
読
点

な
し
。
振
仮
名
あ
り
、
滑
点
な
し
。
挿
絵
の
前
項
に
空
白
あ
り

　
〔
刊
記
〕
な
し

　
尽
備
考
〕
本
文
奥
に
「
以
大
道
寺
所
蔵
古
写
本
点
句
読
加
朱
墨
了

　
今
古
園
主
人
」
の
墨
書
と
、
平
出
の
朱
印
記
が
あ
る
。
昭
和
二
〇

年
三
丹
購
入

「主「



つ
る
き
の
ま
き
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
〈
り
1
三
七
〉

　
〔
形
態
〕
大
本
　
上
中
下
　
合
一
冊
　
袋
綴
　
た
て
二
六
。
三
㎝

よ
こ
一
七
・
八
㎝

　
〔
表
紙
〕
石
畳
模
様
の
艶
出
し
　
〔
題
簸
〕
上
巻
表
紙
、
左
上
に
の

み
あ
る
。
重
畳
、
題
籏
題
は
上
下
欠
損
し
て
「
つ
る
き
の
ま
」
と
だ

け
読
め
る
　
〔
内
題
〕
上
巻
第
一
三
三
一
行
に
「
つ
る
き
の
ま
き
」

と
あ
る

　
〔
匡
郭
〕
三
辺
単
三
Q
た
て
一
一
・
ご
c
皿
、
よ
こ
一
六
・
三
㎝
。

た
だ
し
、
挿
絵
は
四
周
増
感
。
よ
こ
一
六
㎝
　
〔
丁
数
〕
丁
附
は
通

じ
丁
。
上
巻
　
一
八
丁
（
凝
望
は
「
一
」
よ
り
「
廿
二
」
。
挿
絵
の

あ
る
丁
が
「
三
四
」
「
九
」
「
十
四
十
五
」
「
十
七
十
八
ト
と
な
っ
て

い
る
）
中
巻
、
一
五
丁
（
丁
附
は
，
「
廿
三
」
よ
り
「
四
＋
四
＋

、
一
」
。
右
と
同
じ
く
「
廿
西
下
五
」
「
昼
光
＝
「
光
四
光
五
」
「
四
十

四
十
一
」
と
あ
る
）
　
下
巻
、
一
八
丁
（
丁
附
は
「
四
十
二
」
よ
り

「
六
十
四
終
」
。
右
と
同
じ
く
「
四
十
五
四
十
六
」
「
五
十
五
十
一
」

「
五
十
三
五
十
四
」
「
五
十
八
五
十
九
」
「
六
十
一
六
十
二
」
と
あ
り
）

〔
二
七
〕
一
面
一
二
行
　
〔
字
数
〕
一
行
約
二
〇
字
　
〔
柱
刻
〕
上
部

に
柱
題
’
「
つ
る
き
」
、
下
部
に
丁
附
が
あ
る

　
〔
挿
絵
〕
全
部
片
面
、
－
し
か
も
挿
絵
の
あ
る
丁
の
み
が
、
増
築
に

他
と
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
板
の
前
の
板
木
の
流
用
手
直
し

が
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
上
巻
　
三
表
・
八
表
・
一
二
裏

・
一
四
裏
．
中
巻
　
三
裏
・
七
表
・
一
〇
裏
・
一
五
裏
　
下
巻
　
四
、

裏
・
八
表
・
・
一
〇
裏
・
一
四
表
・
一
六
表
　
　
〔
筆
彩
色
〕
丹
・
紫
・

黄
色
の
三
色

　
〔
刊
記
〕
下
巻
最
終
丁
裏
に

に
記
さ
れ
て
い
る

　
〔
備
考
〕
明
治
三
二
年
購
入

「
承
応
弐
二
十
年
初
夏
開
板
」
と
一
行

　
と
き
は
問
答
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
〈
W
A
七
－
六
〇
〉

　
本
書
は
、
迂
回
舞
曲
の
詞
章
で
、
古
活
字
旧
記
本
で
あ
る
。
保
存

は
よ
く
な
い
。

　
〔
形
態
〕
　
一
冊
　
袋
綴
　
た
て
二
四
・
六
。
田
　
よ
こ
一
七
㎝

　
〔
表
紙
〕
黒
表
紙
（
万
字
く
づ
し
模
様
、
後
補
か
）
　
〔
題
篭
〕
．
欠

〔
内
題
〕
第
一
丁
第
一
行
に
「
と
き
わ
問
答
」

　
〔
匡
郭
〕
な
し
。
挿
絵
の
面
の
み
四
周
正
写
の
匡
郭
あ
り
。
字
面

高
二
〇
・
二
㎝
。
挿
絵
の
匡
郭
は
’
、
た
て
一
九
・
八
㎝
、
よ
こ
，
二
二

．
．
五
㎝
（
第
一
面
》
〔
丁
数
〕
、
一
五
丁
。
回
附
は
「
＝
至
「
十
五

終
」
。
た
だ
し
八
丁
無
欠
　
〔
行
数
〕
一
〇
行
．
〔
字
数
〕
一
行
約
一

九
字
　
　
〔
下
刻
〕
上
部
に
「
と
き
八
問
答
」
と
富
士
、
下
部
に
二
三

ド
．
〔
挿
絵
〕
全
部
片
面
　
二
畏
二
二
表
・
四
裏
・
一
＝
畏
・
一
五
表

〔
筆
彩
色
〕
丹
緑
黄
の
三
色
コ
雲
の
部
分
の
塗
り
方
は
、
全
部
塗
る

と
い
う
方
法
で
あ
る
。
直
接
は
絵
で
あ
ろ
う
　
〔
本
文
〕
漢
字
交
り

平
仮
名
。
．
振
仮
名
、
句
読
点
、
濁
点
な
し
。
挿
絵
の
前
事
に
は
、
空

白
を
残
し
て
い
る
　
　
　
　
、
　
，
　
「

　
〔
刊
記
〕
な
し
。
た
だ
し
、
裏
表
紙
見
返
し
た
「
京
四
条
坊
門
通

敦
賀
屋
久
兵
衛
」
と
押
印
さ
れ
て
い
る
、

［三一



、
〔
備
考
〕
敦
賀
屋
久
兵
衛
の
こ
の
神
気
の
例
は
、
こ
れ
ま
で
い
く

つ
か
見
て
い
る
。
寛
永
＝
年
刊
の
『
世
態
抄
』
、
無
刊
年
の
『
源

平
盛
衰
記
』
、
同
『
可
笑
記
』
『
大
坂
物
語
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
敦

賀
屋
の
売
り
本
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
六
年
三
月
購
求
。

な
お
、
当
館
に
ば
、
寛
永
中
刊
行
の
同
名
書
を
所
蔵
し
て
い
る

　
火
お
け
の
さ
う
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
京
－
一
四
八
V

　
本
物
語
は
、
板
本
と
し
て
は
寛
永
中
の
板
本
と
寛
文
六
年
板
松
会

ゑ
入
本
で
、
他
は
奈
良
絵
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
館
蔵
本
は
、

寛
永
中
の
絵
入
刊
本
で
あ
る
。

　
〔
形
態
〕
美
濃
本
　
一
冊
　
袋
綴
　
た
て
二
四
・
一
㎝
、
よ
こ
一

七
、
・
七
㎝

　
〔
表
紙
〕
紺
青
色
の
表
紙
で
、
古
い
表
紙
の
よ
う
で
あ
る
が
、
改

装
で
あ
ろ
う
　
〔
題
簸
〕
の
ち
の
書
記
簸
「
火
お
け
の
御
」
（
下
欠
）

と
あ
る
。
屋
代
弘
賢
の
字
と
認
め
ら
れ
る
　
〔
内
題
〕
巻
首
第
一
行

に
「
火
お
げ
の
さ
う
し
」
と
あ
る
　
、
〔
尾
題
〕
な
し
　
〔
匡
郭
〕
な
し
。

挿
絵
の
み
四
周
単
辺
。
字
面
一
九
・
六
㎝
。
挿
絵
の
匡
郭
は
、
た
て

一
九
・
四
㎝
、
よ
こ
コ
ニ
・
八
㎝
、
〔
丁
数
〕
二
六
丁
。
朝
臣
コ
」

至
「
三
七
」
。
た
だ
し
、
二
．
六
丁
目
を
「
廿
七
」
と
誤
刻
し
て
い
る

〔
行
数
〕
一
〇
行
　
〔
字
数
〕
一
行
だ
い
た
い
一
八
字
　
〔
柱
刻
〕
上

部
に
「
ひ
お
け
」
、
下
部
に
丁
附
が
あ
る

　
〔
挿
絵
〕
　
全
て
片
面
で
あ
る
。
二
表
・
四
表
・
六
表
・
一
一
表
・

一
三
裏
・
二
〇
表
・
二
二
裏
・
二
五
表
　
　
〔
筆
彩
色
〕
丹
緑
の
二
種

で
、
雲
な
ど
は
横
に
引
く
線
と
、
山
形
に
描
く
線
と
を
併
用
し
て
い

る
　
　
〔
本
文
〕
文
字
は
漢
字
極
め
て
少
な
く
、
句
読
点
な
し
。
濁
点
辱

あ
り
。
挿
絵
の
前
に
大
き
く
空
白
を
と
っ
て
い
る
。
和
歌
は
二
行
書

き
、
一
字
下
げ
て
起
し
、
下
句
は
二
字
下
げ
と
し
て
い
る

　
〔
刊
記
〕
な
し
　
〔
印
記
〕
第
一
丁
と
第
一
西
丁
の
表
右
下
に
「
斉

田
蔵
回
」
の
重
郭
三
方
印
が
あ
る
。
当
初
は
、
二
冊
本
で
あ
っ
た

か
。
第
一
丁
裏
に
「
不
忍
文
庫
」
、
巻
首
と
巻
尾
に
「
阿
波
国
文
庫
」

の
撃
方
印
記
あ
り

　
〔
備
考
〕
明
治
二
二
年
購
求

　
ゆ
り
わ
か
大
臣
　
　
　
　
　
．
　
　
’
　
〈
京
一
一
八
九
V
，

　
本
書
は
、
幸
若
の
詞
章
と
し
て
、
寛
永
中
三
三
活
字
丹
緑
本
で
あ

る
。
末
零
丁
。

　
〔
形
態
〕
美
濃
本
　
一
冊
　
袋
綴
　
た
て
二
四
・
五
㎝
　
よ
こ
一

七
㎝
　
〔
表
紙
〕
図
書
館
で
施
し
た
黒
表
紙
で
あ
る
　
〔
題
籏
〕
欠
　
〔
内

題
〕
第
一
聖
画
一
行
に
「
ゆ
り
わ
か
大
臣
」
と
あ
る
　
〔
尾
題
〕
な
し

　
〔
匡
郭
〕
挿
絵
に
の
み
あ
り
て
四
周
丘
辺
。
字
面
高
台
〇
・
八
㎝
。

挿
絵
の
匡
郭
は
、
た
て
一
九
・
二
㎝
、
よ
こ
一
四
・
六
㎝
〔
丁
数
〕

二
三
丁
　
　
〔
行
数
〕
一
〇
行
　
　
〔
字
数
〕
一
行
だ
い
た
い
一
九
字

〔
四
刻
〕
上
部
に
「
百
合
若
」
、
下
部
に
丁
子
。
丁
附
は
二
」
至

「
廿
三
」

　
〔
挿
絵
〕
見
開
き
は
な
く
、
片
面
で
は
あ
る
が
、
挿
絵
の
あ
る
頁

［
一四

一



E
に
、
詞
章
が
割
こ
ん
で
い
る
個
所
が
あ
る
。
三
裏
・
六
表
．
一
〇
表

　
・
一
四
裏
・
一
八
表
・
二
一
表
・
二
三
裏
。
六
表
に
は
、
黒
馬
の
上

に
横
に
詞
章
あ
り
。
一
四
裏
に
は
、
一
行
分
、
右
に
詞
章
あ
り
。
二

一
表
で
は
、
右
に
九
字
分
た
て
に
詞
章
が
あ
っ
て
、
匡
郭
は
そ
の
分

だ
け
後
退
し
て
馬
鉤
の
手
に
な
っ
て
い
る
。
二
三
裏
も
、
一
行
分
詞

章
が
あ
る
。
〔
筆
彩
色
〕
丹
緑
黄
紫
の
四
色
。
色
は
鮮
明
で
あ
る
。

雲
な
ど
は
、
各
色
を
横
に
長
く
引
く
手
法
を
と
っ
て
お
り
、
そ
み

て
、
雲
全
体
を
塗
り
つ
ぶ
す
よ
う
に
し
て
い
る
。
〔
本
文
〕
文
字
は
、

平
仮
名
多
く
、
漢
字
に
振
仮
名
を
ふ
っ
て
あ
る
。
濁
点
あ
り
。
挿
絵

の
前
に
空
白
を
設
け
て
あ
る
個
所
も
あ
る

　
〔
備
考
〕
旧
記
に
よ
る
と
、
尾
三
野
三
三
、
屋
代
弘
賢
、
阿
波
国

文
庫
と
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る

　
〔
備
考
〕
明
治
二
二
年
購
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

奈
良
絵
本

　
あ
き
み
ち
．
　
　
幽
　
　
　
　
　
’
　
　
　
・
　
・
〈
丑
一
六
V

　
本
書
の
本
文
は
、
岩
波
の
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
収
め
ら
れ

．
て
い
る
が
、
伝
本
は
こ
れ
し
か
な
い
。
し
か
し
、
『
大
和
二
十
四
孝
』
」

・
中
の
「
山
口
秋
道
」
は
同
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
本
文
を
比
較
す
る

と
、
後
者
の
方
は
か
な
り
文
章
に
手
が
入
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
．

・
後
者
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
疑
問
が
持
た
れ
て
い
る
か
ち
、

異
本
と
い
う
意
味
に
は
と
れ
な
い
か
も
し
れ
ぬ
と
思
わ
れ
る
。

　
〔
形
態
〕
横
本
　
合
一
冊
　
袋
綴
　
た
て
一
六
・
五
㎝
　
よ
こ
二

四
・
五
㎝
．
〔
本
文
用
紙
〕
鳥
の
子

　
〔
表
紙
〕
緑
地
に
黒
の
縞
模
様
の
布
表
紙
　
〔
題
篭
〕
，
表
紙
左
上

に
、
空
色
の
短
冊
題
篭
に
「
あ
き
み
ち
．
上
」
と
あ
っ
て
、
上
を
墨

で
消
し
て
あ
る
つ
合
冊
に
し
た
と
き
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ち
う

〔
内
題
〕
な
し
　
〔
寸
法
〕
字
面
た
て
一
四
c
皿
　
よ
こ
一
九
・
四
㎝

〔
丁
数
〕
五
一
，
丁
。
二
七
丁
の
表
に
蔵
印
記
が
あ
る
。
上
巻
二
六
丁
、

下
巻
二
五
丁
の
原
の
姿
で
あ
ろ
う
　
〔
行
数
〕
一
二
行
　
〔
字
数
〕
一

行
＝
．
一
字
前
後

　
〔
挿
絵
〕
全
部
片
面
で
あ
る
。
三
皇
・
七
表
・
一
四
表
、
．
一
五
裏
、

　一

ｵ
表
・
二
九
袈
・
二
二
裏
・
二
五
裏
…
三
デ
表
ザ
三
二
裏
．
三
四

、
裏
ゼ
三
六
表
・
四
一
表
・
四
五
表
・
四
七
表
・
五
〇
表
　
〔
筆
彩
色
〕

絵
具
、
は
黒
・
白
・
緑
・
紺
・
朱
な
ど
色
は
多
い
。
金
泥
で
雲
に
そ

ら
て
描
い
て
い
る
の
は
、
、
雲
で
あ
も
う
が
、
形
状
は
明
白
で
な
い
”

〔
本
文
〕
平
仮
名
多
く
、
句
読
点
、
濁
点
な
し
。
挿
絵
の
前
回
に
は
、

空
白
あ
る
い
は
散
ら
し
書
き
ガ
見
ら
回
る

　
〔
印
記
〕
上
下
巻
首
に
「
不
忍
文
庫
」
噛
「
阿
波
国
文
庫
」
ハ
巻
尾
に

「
阿
波
国
文
庫
」
の
実
方
印
記

　
．
〔
備
考
〕
明
治
二
二
年
購
求
。

か
さ
し
の
ひ
め

〈
に
1
一
四
V

五



　
こ
の
室
町
の
物
語
は
、
現
在
、
慶
応
と
当
館
と
の
二
奈
良
絵
本
の

所
在
が
判
明
し
て
い
る
が
、
既
翻
刻
の
本
文
と
ば
一
致
し
な
い
の

で
、
宅
の
二
本
の
ほ
か
に
異
本
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
〔
形
態
〕
、
横
本
　
一
冊
　
袋
綴
　
た
て
一
七
・
三
㎝
　
よ
こ
二
五

・
三
㎝
’
〔
本
文
用
紙
〕
薄
葉
鳥
の
子

　
〔
表
紙
〕
鳥
の
子
に
金
泥
で
野
草
を
描
ぎ
、
銀
砂
子
を
ま
い
て
あ

る
　
〔
題
簸
冒
表
紙
中
央
に
、
丹
朱
に
金
の
横
線
の
短
冊
題
簸
に
「
か

ざ
し
の
ひ
め
」
ど
認
て
あ
る
　
〔
内
題
〕
’
な
し
　
〔
寸
法
〕
字
画
た
て

層
＝
二
・
六
c
m
　
よ
ご
二
〇
・
一
㎝
　
〔
丁
数
〕
一
五
丁
　
〔
行
数
〕
一

・
四
行
　
〔
字
数
〕
一
行
一
五
字
前
後

　
〔
挿
絵
〕
片
面
と
見
開
き
と
二
種
あ
り
。
三
重
四
表
・
七
表
・
八

三
。
一
二
畏
・
一
三
表
・
一
四
表
一
五
表
　
　
〔
筆
彩
色
〕
絵
具
は
黒

。
白
。
赤
。
緑
、
紺
・
紫
な
ど
多
色
で
あ
り
、
さ
ら
に
雲
の
一
部
を

金
泥
で
描
い
て
い
る
が
、
『
あ
き
み
ち
』
よ
り
雲
の
形
は
、
と
っ
て

い
る
。
　
一
一
丁
裏
の
絵
は
、
家
屋
、
雲
以
外
は
白
描
の
如
く
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
未
完
成
の
ま
ま
貼
ら
れ
た
か
　
〔
本
文
〕
句
読
点
、

濁
点
な
ぐ
、
和
歌
は
一
字
下
げ
、
二
行
書
き
で
は
あ
る
が
、
五
・
六

行
に
わ
け
、
本
文
よ
り
さ
げ
て
記
し
て
あ
惹
。
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
、

挿
絵
の
前
の
頁
、
本
文
を
散
し
書
き
の
よ
う
に
し
て
あ
る

，
〔
印
記
〕
「
故
榊
原
三
三
納
本
」
の
弓
長
方
実
記
が
あ
る

こ
あ
っ
も
り

こ
の
物
語
は
、

絵
巻
が
残
っ
て
い
る
。

　
〈
八
五
五
一
一
八
V

そ
れ
は
一
の
谷
の
合
戦
か

ら
物
語
が
姶
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
お
伽
草
子
本
は
馬
敦
盛
の

死
後
か
ら
始
め
ら
れ
て
、
い
る
。
当
館
蔵
め
奈
良
絵
本
は
、
後
者
の
系

統
で
あ
る
。
惜
し
い
こ
と
に
、
下
巻
の
み
で
あ
る
。

　
〔
形
態
〕
横
本
　
一
冊
袋
綴
た
て
一
七
・
六
㎝
よ
こ
二
三

．
・
二
㎝
　
〔
本
文
用
紙
〕
鳥
の
子

　
〔
表
紙
〕
す
れ
て
も
走
の
様
子
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
用
紙
は

鳥
の
子
、
金
粉
を
ま
い
て
あ
っ
た
ら
し
い
。
見
返
し
は
銀
砂
子
。
、
裏
－

表
紙
は
、
表
紙
と
三
糸
の
茶
色
の
板
本
の
表
紙
を
転
用
し
て
あ
る
。

見
返
し
は
残
っ
て
い
る
，
〔
二
三
〕
欠
落
　
〔
内
題
〕
、
な
し

　
〔
寸
法
〕
字
面
高
　
一
三
・
七
㎝
　
よ
こ
二
〇
・
三
㎝
　
〔
行
悩
Ψ

一
面
一
五
行
　
〔
字
数
〕
一
行
約
一
三
字
　
〔
丁
数
ロ
一
五
丁
。
墨
付

一
三
丁
。
前
後
に
遊
紙
あ
ヶ

　
〔
挿
絵
〕
全
部
片
面
。
三
葉
・
五
表
・
七
裏
・
一
〇
表
・
．
一
二
表

．
＝
二
裏
　
〔
筆
彩
色
〕
絵
具
は
、
黒
・
白
・
緑
・
紺
・
赤
・
金
泥

な
ど
。
金
泥
で
雲
に
な
っ
て
（
金
泥
で
山
な
り
に
播
い
て
あ
る

〔
本
文
〕
ほ
と
ん
ど
平
仮
名
、
句
読
点
、
‘
濁
点
な
し
。
挿
絵
の
前
頁

は
、
空
白
あ
る
い
は
散
し
書
き
と
な
っ
て
い
る

　
〔
備
考
〕
昭
和
二
〇
年
購
求

　
さ
ご
ろ
も
の
さ
う
し
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
〈
午
－
三
七
V

　
こ
の
物
語
の
伝
本
は
少
な
く
な
い
。
写
本
、
板
本
と
も
に
存
し
て
r

お
り
、
本
文
の
異
同
は
、
一
本
ご
と
に
相
、
違
し
て
い
る
と
言
っ
，
て

よ
い
。
当
館
に
は
、
奈
良
絵
本
と
写
本
と
二
本
を
所
蔵
し
て
い
る
。

　　一　三一



　
〔
形
態
〕
大
本
　
上
下
　
合
一
冊
　
袋
綴
　
た
て
三
〇
噛
・
八
㎝

よ
こ
二
一
・
三
㎝
　
〔
本
文
用
紙
〕
鳥
の
子

　
〔
表
紙
〕
上
下
に
雲
形
黒
流
し
漉
き
こ
ん
だ
厚
手
の
鳥
の
子
－
〔
題

簸
〕
左
上
に
金
色
の
紙
に
「
さ
ご
ろ
も
さ
う
し
上
（
下
）
」
と
あ
る
。

」
本
文
と
同
筆
　
〔
内
題
〕
上
巻
巻
首
に
・
「
さ
ご
ろ
も
の
物
か
た
り
」
と

あ
る

　
〔
寸
法
〕
字
面
高
た
て
二
五
・
三
㎝
　
よ
こ
一
七
・
二
㎝
　
〔
丁
数
〕

上
巻
三
四
丁
、
下
巻
一
九
丁
。
丁
数
が
、
上
巻
と
下
巻
と
非
常
に
異
な
、

り
て
い
ゐ
。
し
か
し
、
上
中
下
三
巻
で
あ
っ
、
た
と
い
う
根
跡
も
な
い

　
・
〔
挿
絵
〕
片
面
と
見
開
き
と
二
種
あ
る
。
上
巻
　
一
裏
二
表
・
三

三
四
表
・
三
宅
・
一
二
表
・
一
三
裏
・
一
九
表
・
二
〇
裏
・
二
二
裏

、
・
二
四
表
・
二
七
表
・
二
九
裏
・
三
二
表
。
下
巻
　
一
六
表
。
上
巻

に
多
く
、
下
巻
が
わ
ず
か
一
図
と
い
ケ
の
は
、
ど
う
も
納
得
が
ゆ
か

な
い
。
挿
絵
の
部
分
を
切
り
除
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
丁
数
の

平
均
化
し
て
い
な
い
の
も
、
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
折
’

，
目
の
糊
づ
け
は
後
半
に
は
あ
る
が
，
前
半
に
は
全
く
な
い
　
〔
筆
彩

色
〕
絵
具
は
、
黒
・
白
・
赤
・
緑
・
金
泥
な
ど
、
・
雲
に
は
金
粉
を
ま

い
て
い
る
。
画
面
は
、
一
面
全
体
に
な
く
、
、
上
下
に
余
白
が
あ
る
の

は
、
書
写
に
使
用
し
た
底
本
が
横
本
で
あ
っ
た
た
め
か
　
〔
本
文
〕

漢
字
極
め
て
少
な
く
、
濁
点
、
句
読
点
な
し
。
和
歌
は
二
行
書
き
、

二
字
下
げ
。
挿
絵
の
前
回
に
、
空
白
、
散
ら
し
書
き
な
ど
は
全
く
見

ら
れ
な
い

　
〔
備
考
〕
明
治
三
七
年
購
求
ド

　
三
草
紙
絵
巻
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
亥
－
二
一
八
V

　
現
在
酒
絵
巻
仕
立
に
な
っ
て
い
る
が
、
よ
く
見
る
と
、
同
じ
大
き

さ
の
横
形
の
奈
良
絵
本
を
改
装
慎
し
た
も
の
で
あ
る
ζ
と
が
わ
か
－

る
。
’
全
四
巻
、
う
ち
二
巻
が
「
ふ
ん
し
ゃ
う
」
で
、
他
は
「
鉢
か
づ

き
」
と
．
「
和
田
酒
盛
」
と
で
あ
る
。

　
〔
形
態
〕
全
四
巻
　
三
冊
　
上
下
は
ば
一
六
㎝
　
お
そ
ら
く
天
地
’

を
裁
断
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
貼
り
続
け
の
個
所
は
、
間
隔
を
し
か

る
べ
く
し
た
た
め
、
原
本
の
横
の
寸
法
は
推
測
が
難
し
い
。
挿
絵
も

天
地
を
切
っ
て
、
体
裁
を
調
え
て
い
る
　
・
〔
本
文
用
紙
〕
鳥
の
子
。

た
だ
し
「
鉢
か
づ
き
］
は
間
合
紙

　
〔
表
紙
〕
壷
中
の
草
花
を
園
丁
化
し
た
緑
色
布
表
紙
で
、
見
返
し

が
こ
ま
か
い
布
目
の
金
紙
で
、
こ
れ
は
元
表
装
の
転
用
で
は
あ
る
ま

い
か
　
〔
内
題
〕
な
し
‘

　
〔
寸
法
〕
字
面
高
八
・
六
㎝
・
よ
こ
二
〇
・
三
㎝
　
〔
行
燈
〕
．
一
面
’

一
三
行
の
冊
子
で
あ
ろ
う
　
〔
字
数
〕
二
行
約
一
五
字
．

　
〔
挿
絵
〕
「
ふ
ん
し
ゃ
う
」
の
第
一
巻
の
挿
絵
は
一
一
図
、
第
二
巻

は
亡
二
図
。
「
鉢
か
づ
き
」
は
一
三
図
。
幸
若
の
，
「
和
田
酒
盛
」
は

・
＝
ご
図
　
〔
筆
彩
色
〕
黒
，
・
白
・
丹
，
・
赤
・
薄
緑
「
金
泥
な
ど
」
〔
本

文
〕
挿
絵
の
前
芸
に
は
、
空
白
を
置
い
た
ら
し
く
、
横
の
寸
法
が
不
．

揃
に
短
い
。
ま
た
散
ら
し
書
き
も
あ
る
コ
「
鉢
か
づ
き
」
だ
け
が
、
．

本
文
異
事
で
あ
る

｛
備
考
〕
明
治
三
八
年
購
求

【雇【



　
た
い
し
ょ
く
わ
ん
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
〈
別
V

　
近
世
中
期
の
写
本
で
あ
る
ρ

　
〔
形
態
〕
大
本
　
三
冊
（
箱
入
）
　
袋
綴
　
た
て
三
三
・
五
㎝
　
よ

こ
二
四
㎝
　
〔
本
文
用
紙
〕
草
花
を
描
い
た
薄
様
鳥
の
子

　
〔
表
紙
〕
紺
に
金
泥
で
、
松
、
草
花
な
ど
を
描
い
て
あ
る
　
〔
里
偏
〕

草
花
な
ど
を
描
い
た
短
冊
面
面
に
　
「
た
い
し
ょ
く
わ
ん
　
上
（
中
・

下
）
」
と
墨
書
　
〔
内
題
〕
な
し

　
〔
寸
法
〕
字
面
高
二
四
・
三
㎝
　
よ
こ
一
八
・
五
㎝
　
〔
丁
数
〕
上

巻
二
〇
丁
　
中
巻
二
五
丁
　
下
巻
一
八
丁
　
　
〔
行
数
〕
一
面
一
〇
行

〔
字
数
〕
一
行
約
一
五
、
六
字

　
〔
挿
絵
〕
上
巻
　
二
半
・
六
表
・
八
五
・
一
一
表
・
一
六
裏
・
一

七
表
　
中
巻
　
五
裏
・
六
表
・
一
一
表
・
一
九
表
・
二
三
表
　
下
巻

三
更
・
七
表
・
一
一
裏
・
一
二
表
・
一
五
表
・
一
七
裏
。
絵
の
構
図

は
板
本
の
そ
れ
に
近
い
も
の
が
見
ら
れ
る
。
絵
の
雲
の
個
所
は
、
金

砂
子
に
し
て
、
甚
だ
美
麗
な
る
本
で
あ
る
　
　
〔
本
文
〕
漢
字
交
り
平

仮
名
。
挿
絵
の
前
の
本
文
は
、
散
ら
し
書
き
に
認
め
て
あ
る

　
〔
備
考
〕
昭
和
二
二
年
二
月
購
入

．
、
玉
藻
の
前
　
　
　
　
　
畠
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
丑
i
八
〉

　
本
物
語
に
は
、
絵
巻
、
奈
良
絵
本
、
写
本
、
承
応
二
年
板
本
と
、

か
な
り
本
文
は
伝
わ
っ
て
い
る
。
当
館
に
は
、
奈
良
絵
本
と
写
本
と

が
あ
る
。

　
〔
形
態
〕
横
本
　
合
一
冊
　
袋
綴
　
た
て
一
六
・
五
㎝
、
よ
こ
二

四
㎝
　
〔
本
文
用
紙
〕
鳥
の
子

　
〔
表
紙
〕
厚
手
の
三
三
、
表
は
す
べ
す
べ
し
て
お
り
、
く
ら
い
黄

色
無
地
。
見
返
し
は
、
さ
や
形
を
押
し
た
銀
紙
、
こ
れ
は
裏
表
紙
に

は
は
が
さ
れ
て
な
い
　
〔
題
嬢
〕
中
央
に
あ
る
が
，
す
れ
て
「
玉
も
の

前
」
の
文
字
が
読
み
と
れ
る
　
〔
内
題
〕
な
し

　
〔
寸
法
〕
字
面
高
　
た
て
一
二
・
四
㎝
　
よ
こ
一
九
・
八
㎝
　
〔
丁

数
〕
五
四
丁
。
蔵
書
印
に
よ
れ
ば
上
巻
二
九
丁
、
下
巻
二
五
丁
で
あ

る
　
〔
行
田
〕
一
三
行
　
〔
字
数
〕
一
行
約
一
二
字
前
後

　
〔
挿
絵
〕
片
面
と
見
開
き
二
種
が
あ
る
。
二
表
・
三
表
・
七
裏
・

　
一
二
表
・
一
六
表
・
一
八
表
・
二
四
表
・
二
五
裏
・
二
九
表
・
ゴ
ニ

裏
が
三
四
表
・
四
二
表
・
四
七
裏
四
八
表
。
下
巻
の
挿
絵
は
少
な
い

〔
筆
彩
色
〕
絵
具
は
、
黒
・
白
・
赤
魂
緑
・
紺
・
金
泥
な
ど
多
色
で

、
あ
る
。
金
泥
は
雲
に
そ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
挿
絵
の
前
の
頁
は
、

や
は
り
空
白
を
置
い
て
い
る
　
　
〔
本
交
ロ
平
仮
名
多
く
、
句
読
点
、

濁
点
、
振
仮
名
な
し

　
〔
印
記
〕
第
一
儀
表
に
「
不
手
文
庫
」
　
「
阿
波
国
文
庫
」
、
第
三
〇

．
丁
表
に
「
阿
波
国
文
庫
」
、
第
二
丁
表
に
「
不
忍
文
庫
㌧
第
二
九
丁

裏
、
最
終
回
表
に
「
阿
波
国
文
庫
」
の
三
方
印
あ
り

　
〔
備
考
〕
明
治
二
二
年
購
求
、

　
仁
明
天
皇
物
語

　
こ
の
奈
良
絵
本
は
、

物
語
で
、
「
当
館
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
丑
－
七
〉

『
青
葉
の
笛
の
物
語
』
の
名
で
通
っ
て
い
る

寛
文
七
年
藤
井
五
兵
衛
板
の
絵
入
二
冊
が
あ

「天［



り
、
ま
た
『
扶
桑
残
葉
集
』
・
巻
三
に
も
「
青
葉
物
語
」
と
し
て
収
め

ら
れ
て
い
る
が
、
本
文
は
後
者
に
近
い
。
古
写
本
が
横
山
重
氏
に
あ

’
り
、
そ
れ
と
も
相
違
が
あ
る
。
寛
文
板
は
写
本
よ
り
本
文
を
簡
略
に

し
て
い
る
。

　
〔
形
態
〕
横
本
　
合
一
冊
　
袋
綴
　
た
て
一
七
・
五
㎝
　
よ
こ
二

五
・
六
㎝
　
〔
本
文
用
紙
〕
鳥
の
子

　
〔
表
紙
〕
、
厚
手
の
鳥
の
子
に
、
三
紋
と
草
花
と
を
組
み
合
せ
た
藍

刷
　
　
〔
題
篭
〕
中
央
の
原
題
籏
は
は
が
さ
れ
、
そ
の
あ
と
に
直
接
に

「，

m
明
天
皇
　
下
」
と
墨
書
し
、
「
横
に
青
葉
の
笛
ト
同
書
ナ
リ
」
と

記
し
た
紙
片
が
貼
っ
て
あ
る
　
〔
内
題
〕
な
し

　
〔
寸
法
〕
字
面
高
；
丁
八
㎝
　
よ
こ
二
五
・
二
㎝
　
〔
丁
数
〕
二

二
丁
、
は
じ
め
に
遊
紙
一
丁
ゆ
墨
付
上
下
と
も
一
〇
丁
と
原
本
は
推

定
さ
れ
る
　
〔
行
数
〕
一
．
六
行
。
た
だ
し
、
一
八
丁
表
は
一
九
行

〔
字
数
〕
一
行
約
一
五
字
前
後

　
〔
挿
絵
〕
片
面
と
見
開
き
と
が
あ
る
。
三
表
・
五
表
・
八
裏
九
表

　
・
一
一
裏
・
二
二
裏
；
一
七
表
・
一
八
裏
一
九
表
・
二
〇
裏
　
〔
筆

彩
色
〕
絵
具
は
、
黒
・
白
∵
赤
・
緑
・
紺
・
金
泥
な
ど
を
使
用
し
て

い
る
・
〔
本
文
〕
挿
絵
の
前
頁
に
は
、
空
白
が
あ
り
、
ま
た
散
」
ら
し

書
き
を
も
行
な
っ
て
い
る
。
一
八
丁
表
の
行
数
の
多
さ
は
、
絵
の
前

に
入
れ
る
べ
き
本
文
を
、
作
成
の
不
手
際
か
ら
予
定
通
り
に
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
グ
。
本
文
は
平
仮
名
が
多
い
。
振
仮
名
、
濁

点
な
し

　
〔
印
記
〕
第
二
F
丁
お
よ
び
一
二
丁
表
に
「
不
忍
文
庫
」
「
阿
波
国
文

庫
」
の
朱
宝
印
、
一
一
丁
｛
異
お
よ
び
鼻
高
裏
に

・
朱
方
印
あ
り

　
〔
備
考
〕
明
治
二
二
年
購
求

「
阿
波
国
文
庫
」
の

　
物
く
さ
太
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
午
－
六
六
V

　
本
物
語
は
、
寛
永
以
後
た
び
た
び
刊
行
さ
乳
て
お
り
、
写
本
も
少

な
く
な
い
。

　
〔
形
態
〕
横
本
　
二
冊
　
箸
入
　
袋
綴
　
允
て
一
七
・
八
㎝
　
よ

こ
二
五
・
四
㎝

　
〔
表
紙
〕
各
巻
、
表
裏
異
に
し
て
あ
る
が
、
紺
地
に
松
、
笹
、
山

野
草
花
な
ど
を
金
泥
で
描
い
て
あ
る
　
　
〔
真
苧
〕
左
上
に
「
穿
く
さ

太
郎
平
（
下
）
」
と
墨
書
き
し
た
短
冊
題
籏
が
あ
る
　
〔
内
題
〕
「
物
く

さ
太
郎
　
上
（
下
）
」

＼〔

｡
法
〕
字
面
高
一
四
・
二
㎝
　
よ
こ
二
二
・
五
㎝
　
〔
丁
数
〕
上

巻
一
五
丁
　
下
巻
一
七
丁
、
〔
行
数
〕
一
五
行
　
〔
字
数
〕
一
行
約
一
・

三
字
　
〔
挿
絵
〕
上
巻
　
’
張
裏
・
七
裏
・
九
字
・
一
二
裏
・
一
五
表
．
下

巻
　
　
四
表
・
七
表
・
一
〇
宙
表
。
　
一
一
一
車
《
・
　
一
六
表
　
　
〔
筆
彩
色
〕
里
民
、

・
白
・
緑
・
赤
・
茶
・
金
な
ど
。
本
書
も
、
上
の
雲
の
下
、
下
の
雲

の
上
に
、
金
泥
で
雲
形
を
描
い
て
あ
る
　
〔
本
文
〕
句
読
点
、
濁
点

な
し
。
漢
字
極
め
て
少
な
し
。
和
歌
は
二
行
書
き
、
面
癖
は
、
一
字
下

げ
ハ
下
句
は
さ
ら
に
一
字
下
げ
て
あ
る
。
挿
絵
の
前
頁
は
空
白
、
散

し
書
き
と
な
っ
て
い
る

㎜充」



〔
備
考
〕
明
治
三
七
年
購
求

、

そ
　
の
　
他

　
伊
弓
矢
貝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
ん
1
一
八
七
〉

　
一
巻
、
模
本
。
彩
色
は
略
し
て
、
赤
黄
緑
の
み
施
す
。
内
容
は

［
橋
姫
物
語
」
。

　
外
題
は
「
仁
多
矢
貝
　
上
磯
広
手
筆
　
八
幡
否
諾
」
。
巻
首
に
「
定
真
」

の
朱
印
あ
り
。

　
奥
書
は
「
伊
多
屋
か
い
之
物
語
／
三
三
四
通
筆
写
／
ぬ
し
や
は
た

定
　
（
本
押
）
／
再
主
　
山
名
三
業
」
の
四
行
書
き
。

　
東
京
国
立
博
物
館
に
も
絵
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
慶
応
義
塾
大
、

学
．
所
蔵
の
奈
良
絵
本
は
、
ま
た
別
種
の
も
の
で
あ
る
。

　
伊
吹
と
う
し
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
〈
別
〉

　
大
、
一
巻
、
黒
漆
塗
箱
入
。
用
紙
ほ
厚
手
鳥
の
子
、
草
花
を
描

く
。
雲
は
金
砂
子
。
彩
色
は
濃
密
。

　
奥
書
な
し
。
近
世
中
期
写
。
首
に
「
亀
田
文
庫
」
の
朱
印
あ
り
。

　
外
題
、
川
に
菊
を
描
い
た
朱
短
冊
三
三
に
「
伊
吹
と
う
し
」
と
墨

書
。　
昭
和
一
九
年
三
月
購
入
。

　
梅
津
長
者
三
三
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
す
1
三
四
V

　
上
下
二
巻
、
近
世
三
三
、
有
彩
色
、
奥
書
な
し
。
・

　
大
江
山
酒
天
童
子
絵
巻
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
別
〉

　
大
、
二
巻
、
絵
の
部
分
を
切
り
と
っ
て
貼
っ
た
も
の
で
あ
ヴ
、
詞

な
し
。
用
紙
は
鳥
の
子
、
雲
の
部
分
は
金
砂
子
。
彩
色
は
濃
密
。
江

戸
中
期
写
。

　
三
男
絵
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
ん
1
五
四
〉

　
一
巻
、
有
彩
色
馬
近
世
末
写
、
奥
書
な
し
。
巻
頭
に
「
静
屋
」
の

三
方
印
あ
り
。
別
朱
印
は
読
め
ず
。

　
喜
津
祢
の
草
子
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
〈
別
V

　
小
絵
巻
凸
模
写
、
彩
色
、
一
巻
。

　
絵
の
最
後
に
「
土
佐
光
信
朝
臣
筆
」
お
よ
び
「
如
慶
黒
髪
」
　
「
具

慶
広
澄
」
の
二
朱
印
（
枠
の
み
）
あ
り
。
外
題
籏
、
巻
首
に
「
内
海

蔵
本
」
の
黒
印
あ
り
。

　
奥
書
、
「
此
本
絵
者
早
事
以
来
先
祖
代
々
之
宝
蔵
也
／
住
吉
画
所
」
。

　
外
題
は
、
「
二
番
／
詞
飛
鳥
井
殿

画
士
佐
刑
部
大
輔
光
信
／
喜
津
禰
乃
草
子
　
全
／
住
吉
内
記
」
の
四

行
書
き
。

　
西
行
物
語
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
亥
L
二
二
五
V

7
二
〇【



　
大
、
五
巻
、
近
世
三
三
、
彩
色
あ
り
。

　
奥
書
は
、
「
三
士
四
巻
画
図
者
海
田
采
女
音
源
相
保
所
三
三
　
段

々
文
字
乃
三
三
書
写
／
明
応
竜
集
庚
申
上
陽
月
中
三
日
／
三
下
桑
門

三
三
」
。

　
十
二
類
巻
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ん
1
一
八
六
V

　
上
下
二
巻
、
模
写
、
砂
中
の
詞
以
外
は
省
い
て
あ
る
。
有
彩
色
。

　
本
文
巻
頭
に
「
住
之
江
文
庫
」
の
黒
印
記
あ
レ
。

　
外
題
は
「
三
番
［
　
　
　
土
佐
内
記
四
通
筆
写

　
　
　
　
　
　
十
二
類
巻
物
二
巻
之
内
上
（
下
）
　
住
吉
内
記
」

　
奥
書
は
、
　
「
伏
見
宮
初
而
東
武
へ
御
下
向
匹
見
堅
其
期
而
被
仰
下

書
置
旧
内
三
筆
而
東
之
畢
　
三
木
新
蔵
人
奉

　
三
段
廿
四
段
。
寛
文
初
年
閏
八
直
筆

　
右
絵
巻
者
二
巻

　
　
　
　
　
住
吉
法
眼
如
慶
四
通
筆
写

　
　
　
文
化
十
五
三
三
二
月
　
住
吉
内
記
」

三
飯
論
－
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
別
V
．

小
絵
巻
、
模
写
、
一
巻
。
彩
色
わ
ず
か
。

奥
書
「
右
上
戸
下
戸
巻
物
三
三
土
佐
左
近
将
監
光
元
真
筆
無
異
論

　
　
　
三
三
働
澄
之
三
三

　
　
　
　
貞
享
元
年
孟
夏
上
旬
　
　
　
土
佐
光
昭
’

　
　
　
　
絵
　
三
元
筆

　
　
　
　
詞
　
兼
三
筆

　
　
　
　
文
化
四
丁
卯
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箱
書
付
遣
ス

巻
首
、
外
題
に
「
内
海
蔵
本
」
の
黒
印
。

外
題
は
「
三
番
　
　
　
詞
　
兼
載
法
師

　
　
　
　
．
内
入
論
　
絵
　
土
佐
三
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

、
広
行」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
吉
内
記
」

同
名
の
別
一
巻
の
模
写
絵
巻
も
あ
る
。

　
竹
と
り
物
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
別
〉

　
絵
巻
、
三
巻
、
箱
入
。
近
世
前
期
写
。
用
紙
は
鳥
の
子
。
奥
書
な

し
。　
箱
に
は
「
竹
と
り
　
三
巻
」
と
金
泥
に
て
書
名
を
記
す
。

　
昭
和
二
六
年
二
月
購
入
。

　
地
蔵
堂
草
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
別
〉

　
小
絵
巻
、
模
写
、
一
巻
、
淡
彩
、
詞
な
し
。
巻
首
、
外
題
に
「
内

海
蔵
本
」
の
黒
印
。

　
奥
書
「
地
蔵
堂
草
子
写
　
右
兵
衛
将
監
光
信
筆

　
　
　
　
　
絵
段
七
段
終
　
　
　
　
　
　
　
」

ほ
な
し
て
、

　
　
　
「
寛
交
四
歳
大
族
写
　
　
－
　
内
記
慶
隆
」

　
外
題
は
、
「
三
番
　
　
　
刑
部
大
輔
光
信
筆

｝
三一



地
蔵
堂
草
紙
　
一

住
吉
内
記
」

　
付
喪
神
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
別
〉

　
小
絵
巻
、
模
写
、
一
巻
。
彩
色
。
奥
書
な
し
。
内
海
蔵
本
、
住
之

内
文
庫
の
三
三
あ
り
。

　
外
題
「
三
番
　
　
　
　
刑
部
大
輔
光
信
筆

　
　
　
　
　
付
喪
神
記
　
　
　
・
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
吉
内
記
」

　
昭
和
一
二
年
七
月
購
入
。

道
成
寺
絵
巻

二
巻
、
模
写
の
奥
書
な
し
。

近
世
末
子
。

〈
ん
1
八
V

福
富
双
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ぬ
二
一
一
四
V

大
、
一
巻
。
住
吉
内
記
所
写
本
の
転
写
本
。
有
彩
色
。

奥
書
は
「
寛
政
元
年
三
月
　
日
　
狩
野
洞
白
写
，

　
　
　
　
文
政
元
年
戊
三
冬
十
月
十
四
日

　
　
　
　
維
山
回
禎
模
写
」

本
文
に
は
朱
訂
正
多
し
。

　
藤
野
草
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
別
〉

　
小
絵
巻
、
模
写
、
一
巻
。
淡
く
、
わ
ず
か
彩
色
。

印
記
は
「
内
海
蔵
本
」
「
住
之
江
文
庫
」
の
黒
印
。

　
奥
書
「
慶
安
二
年
三
月
　
如
慶
主
」
。
画
中
に
詞
あ
り
。

　
外
題
は
「
五
番
入
　
　
　
、
土
佐
光
信
筆

　
　
　
　
　
　
弓
袋
草
子
　
　
全
　
　
住
吉
内
記
」

　
破
来
頓
等
絵
詞
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
〈
ん
1
八
五
V

　
大
、
一
回
目
近
世
三
三
。
有
彩
色
、
博
引
。
奥
書
な
し
。

　
徳
川
黎
明
会
蔵
の
絵
巻
は
、
重
文
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
「
不
留

房
絵
詞
」
の
書
名
の
も
の
も
あ
る
。

（
讐
黙
る
ひ
ご
簸
難
主
査
）

　　一　量h


